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【ねらい】 

【危機管理対応の基本方針】 

 

 

 

大切な生徒の生命を預かる機関として、学校における様々な危機を想定し、本校におけ

る危機管理対応の基本的な手順等を取りまとめ、実際の危機発生に適切かつ迅速な対応

ができるよう備えるとともに、全教職員が危機意識を共有し、点検活動を励行すること

をねらいとする。 

 1 生命尊重を第一義とする。 

 2 保護者及び関係当事者の心情に配慮し、対応の全ては誠意と責任を持ってあたる。 

 3 第一義の機能を果たした後に、発生場所・日時・原因等の状況把握を的確に行い、

再発防止に向けた対応策を検討する。外部に対する広報・連絡に際しては、虚偽や

真相を包み隠す態度は厳禁とする。 

 4 生徒及び関係者に対する基本的人権を最大限尊重する。 
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1章 明秀学園日立高等学校通信制課程危機管理マニュアルについて 

 

１－１ 特性 

 本校通信制課程は狭域制であり、日立市・水戸市・筑西市・宇都宮市にキャンパスを設置し、

各キャンパス近隣の生徒が登校し学習に取り組んでいる。また、スクーリング時には高萩、日立、

宇都宮に分かれて学習活動を行っている。そのため、生徒の安全確保を最優先に考え、様々な危

機を想定し、不測の事態に対し対応が求められる。 

 

１－２ スクーリング会場・キャンパス所在地 
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2 章 事前の危機管理 

２－１ 体制整備 

 様々な災害において多様な対応を求められるが、有事の際の事前の危機管理として、基本の対

応姿勢を示しておきたい。 

 

【スクーリング時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発見者 

     ・発生した事態や状況の把握 

     ・傷病者の症状の確認（意識、心拍、呼吸、出血等） 

     ・心肺蘇生法などの応急手当（現場で直ちに） 

     ・協力要請や指示 

      ※必要と判断したら速やかに 110 番、119 番通報または、他の教職員へ通報 

       を依頼（状況に応じ、発見者が直接通報） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生 

方針 

1．生徒の安全確保、生命維持優先 

2．冷静で的確な判断と指示 

3．適切な対処と迅速正確な連絡、通報 

近くの教職員 

校長・教頭 教職員 

 

警察や救急車の出動要請 

（110 番）（119 番） 

通報 

医療機関 

報告 

指示 

付添 搬送 

急行 



 

指示 指示 

報告 

救援 

【キャンパス活動時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○緊急措置（被害対応） 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が発見 

 

・発生した事態や状況の把握 

・傷病者の症状の確認（意識、心拍、呼吸、   

出血等） 

・心肺蘇生法などの応急手当（現場で直ちに） 

・協力要請や指示（必要に応じ 119・110） 

【生徒の安全確保】 

身体的安全確保第一 

教職員の安全確保、椅子等 

避難経路の指示･避難経路の確保 

〈全教職員〉 

キャンパス長 

 

警察 

受傷者への対応 

・応急手当〈全教職員〉 

・救急車の要請 

〈他の教職員〉 

・保護者への連絡〈各担任〉 

 

【他生徒への対応】 

・生徒を安全な場所へ避難誘導     

〈教室担当〉 

・現場へ駆けつける教職員 

〈教室担当以外〉 

・パニック防止〈全教職員〉 

警察出動 
教頭 

 

校長 

 

【緊急対策会議の開催】 

《校長、教頭》 

［緊急対応策の検討］ 

・受傷者の確認 ・登下校対応に関する指示 ・関係諸機関との連携  

・生徒への心のケア対応（カウンセラーとの連絡調整） 

・保護者宛の状況説明文書作成および発送 等 

私学振興室 

 

報告 

事故発生 

教職員 



２－２ 防災委員会 

 

 

 

 

3 章 個別の危機管理 

 

3－1 様々な事故への対応 

〖頭頚部外傷への対応〗 

 決してすぐには立たせずに、意識障害の有無等を確認する。意識障害が継続する場合は、直ち

に救急車を要請する。また、脳震盪の一項目である意識消失（気を失う）から回復した場合も、

速やかに受診し医師の指示を仰ぐことが重要。頭部打撲の場合は、その後、6 時間くらいは急変の

可能性があるため、必ず担任は家庭へ連絡をし状況を説明した上で帰宅後の家庭での観察をお願

いする。頚髄・頸椎の損傷が疑われる場合は、平らな床に速やかに寝かせた後、意識の状態、運

動能力（まひ、筋力低下）、感覚異常（しびれ、異常感覚）、呼吸の状態の 4 つを確認し速やかに

救急車を要請する。 

 

〖熱中症への対応〗 

 けいれん、ふらつき、めまい、吐き気などの症状が見られる場合は熱中症を疑う。意識を失っ

ている場合は、すぐに救急車を要請し同時に応急手当（一次救命処置）を行う。意識がある場合

は、涼しい場所に避難させ衣服をゆるめ体を冷却し水分補給をさせる。症状が改善しない場合は

（キャンパス活動時） 　　　（スクーリング時)
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病院へ搬送する。 

≪参考≫主な症状 

●「熱失神」・・・一過性の意識喪失 体温が上昇した状態で、立ったままの姿勢を持続している

と、血液が足に貯まり脳への血流が減少するために起こる。  

●「熱けいれん」 大量発汗時に、塩分濃度の低い水分補給を続ける。 

●「熱疲労」・・・めまい・吐き気・頭痛などの全身症状（循環不全の状態）。皮膚表面に血液が集

まりすぎたり、運動量を減らさずに筋肉への血液供給が続けられたりする事で、心臓に戻る血液

が少なくなる。この時、体温は正常もしくは軽度の上昇。軽い錯乱などが見られる場合もある。  

●「熱射病」・・・体温調節不全、意識障害など高度の脱水と循環不全が増悪すると、発汗や皮膚

血管の拡張さえできなくなり、体温が過度に上昇（４０℃以 上）し、脳を含む重要臓器の機能障

害が起こる。 

 

〖食物アレルギーへの対応〗 

 ◎毎年提出するアレルギー調査票をもとに、アレルギー疾患への理解と正確な情報の把握・共

有を行う。 

 ≪アナフィラキシーショックへの緊急対応マニュアル≫ 

 

アナフィラキシー（激しいアレルギー症状）の生徒を発見  

  

反応を確認する 

 

【意識あり レベル１】       【意識あり レベル２】     【意識なし レベル３】 

自分で異変を感じて        応援を呼ぶ           大声で応援を呼ぶ 

 ・エピペン準備、投与       ・エピペン準備、投与      ・１１９番 救急車要請 

 ・職員室へ移動          ・その場で対応         ・ＡＥＤ準備 

 ・保護者へ連絡          ・症状の観察          ・エピペン準備、投与 

※１１９番 救急車要請       ・保護者へ連絡         ・その場で対応 

               ※１１９番 救急車要請       ・主治医と保護者に連絡 

                                    ※心肺蘇生措置 

   

≪重要≫ 

教職員はエピペンの使用方法等を事前に理解しておくこと。 

  

  

  



３－2 不審者侵入への対応 

１） 初動の対応（スクーリング、キャンパス共通） 

 ① 不審者かどうかのチェックをする。                    〈第１発見者〉 

・あいさつをし用件を尋ねる。 

  ・用件が正当なものか否か判断する。 

  ・凶器や不審物を持っていないかにも注意する。 

 ② 正当な理由がない場合、退去を求める。                  〈第１発見者〉 

  ・言葉や相手の態度に注意しながら丁寧に説得する。 

   身を守るために一定距離間隔を保つ（１ｍ～１．５ｍ）。 

   同時に応援を要請する。               〈近くの教職員、その他教職員〉 

  ・退去に応じない場合や暴力的な言動をする場合には１１０番通報をする。 

〈近くの教職員またはその他教職員〉 

 ③ 一度退去してもまた戻ってくることもあるので完全に校外に出たことを確認する。 

 

【スクーリング時】 

※高萩スクーリング会場では、近くの教職員が職員室へ行き教頭へ事件発生を報告、教頭が 

 放送を入れる。放送は生徒がパニックに陥らぬよう配慮する。 

  「これから緊急集会を開きますので、次の放送があるまで全員教室で待機して下さい。」     

  （この放送が流れたら、各教職員は緊急事態発生と捉える。） 

  体育館使用時は第３教室から外巡回教職員を通して体育館へ周知する。 

場合によっては放送を使わずに巡回教職員が各教室へ周知する。 

日立 C・宇都宮スクーリング会場では近くの教職員が授業担当以外の教職員に連絡し、各教

室に周知する。 

 

 

【キャンパス活動時】 

 ※各キャンパスでは発見者が大きな声で対応することで、他の教職員に事態を周知する。 

 

２）別室へ案内 

・危害を加える恐れがある、暴力的な言動があるなど危険を感じたときには、生徒の安全を 

最優先に考え別室に誘導する。             〈第 1 発見者、近くの教職員〉 

                  

※各スクーリング会場、各キャンパスともに近くの空き教室に案内する。 

不審者が興奮しないように丁寧に対応し、警察の到着を待つ。 

危険物を所持している場合は、机、椅子、清掃用具を用い、さすまたの代用品として使う。 

不審者と生徒の間に教職員が入るように別室へ案内する。  〈授業担当教員、応援教職員〉 

 

 



・必要だと判断した場合には生徒を避難させる。      〈授業担当教員、応援教職員〉 

 ・逃げ遅れ生徒がいないかどうか、確認しながら避難する。      〈先導教職員以外〉 

・避難経路の安全を確認しながら避難させる。             〈授業担当中心〉 

 

 ※避難場所 

高萩スクーリング会場：グラウンド 

宇都宮スクーリング会場：グラウンド 

  日立Ｃ：まえのうち児童公園 

  水戸Ｃ：水戸市立三の丸小学校 

  下館Ｃ：市営駐車場１階警察署前 

  宇都宮Ｃ：駅東児童公園 

   

・各避難場所で安否確認をする。各担任が当日の登校簿を用いて確認する。〈授業担当中心〉 

    

 ※出席確認については、スクーリング、キャンパス共に登校した際にチェックを受ける。高萩 

スクーリングにバスで来る生徒はバス乗車の際に、現地集合の生徒は入口で名前をチェック 

する。 

 

  ・外傷者がいる場合には応急手当をする。            〈各キャンパス教職員〉 

  ・重傷の際には救急車を要請する。            〈担任、各キャンパス教職員〉 

  ・心のケアが必要かどうか生徒の状況を把握し、適切に対応する。       〈担任中心〉 

・保護者へ連絡を取る。生徒から連絡を入れてもらい、状況に応じて担任、キャンパス 

教職員から連絡する。 

≪重要≫ 

教職員は常に入室者をチェック（顔を上げて見る）し、不測の事態に対応できる意識を持つ

ことを日々徹底する。 

 

３） 事後の対応 

  ・4 章を参照 

 

３－3 登下校時の緊急事態（不審者事案）への対応 

１） 初動の対応                            〈第一報受信者〉 

 ① 第一報受信 

・いつ、どこで、誰に、どのようなことが起こったかを確認する。 

・110 番、119 番通報をしたか→必要があれば、連絡を受けた教職員から通報する。  

・負傷者はいるか。 

・周囲に他の生徒はいるか。 

 



２） 緊急対応が必要な場合                    〈担任、キャンパス長〉 

・現場又は病院へ急行し情報収集を行う。周辺の状況を確認し、安全な場所で待機するよう 

 指示。 

生徒等の現状…安否確認、負傷者の状況（病院搬送の場合は病院へ急行）。 

不審者の状況…不審者が近辺にいると考えられるときは警察到着まで生徒等の安全確保を 

図り状況を確認する。 

  ・被害に遭った生徒の保護者に連絡する。 

② 不審者が確保されていない場合の登下校の状況判断          〈第一報受信者〉 

  ・登下校の生徒に被害が及ぶ危険性があるのか。 

  ・どこの地域で危険性があるのか。 

  ※第一報受信者はキャンパス長、教務主任へ報告。 

   その後以下のような対応をとる。 

  ・登校前の場合は自宅待機を指示。                     〈各担任〉 

  ・下校前の場合は安全確保が確認されるまで学校で待機させる。  〈各教室担当、各担任〉 

  ・警察によるパトロールを要請。                    〈生徒指導部〉 

 

３） 事後の対応 

  ・4 章を参照                    

 

３－4 交通事故への対応 

１） 初動の対応 

 ① 交通事故発生後の対応 

  ・事故の第一報受信。                        〈第一報受信者〉 

・いつ、どこで、誰に、どのようなことが起こったかを確認。 

・110 番、119 番通報をしたか→通報していない場合、連絡を受けた教職員から通報する。 

・負傷者はいるか。 

・周囲に他の生徒はいるか。 

② 場所によっては交通事故の現場へ急行する。          〈担任、キャンパス長〉 

  ・事故の情報収集 

  ・容体の把握。 

  ・保護者への連絡。 

 

２） 緊急対応が必要な場合              〈担任、キャンパス長、保健厚生部〉 

・第一報をくれた生徒の気持ちを落ち着かせる。 

・現場または病院へ急行し情報収集を行う。他生徒は付近の安全な場所で待機を指示。 

生徒等の状況…安否確認、負傷者の状況（病院搬送の場合は病院へ急行）、容体の把握など。 

  ・被害に遭った生徒の保護者に連絡する。 

   



３） 事後の対応 

 ① 被害に遭った生徒への対応。 

  ・とるべき対応（警察への通報、加害者の責任）が適切に行われたか。〈担任、生徒指導部〉 

  ・4 章を参照 

 

３－5 気象災害への対応 

１) 初動の対応 

 ① 大雨（大雪）発生時 

  気象庁発表の大雨情報をチェック。                   〈全教職員〉 

  ・気象情報やハザードマップを確認 

  高萩スクーリング会場、日立 C、宇都宮スクーリング会場、宇都宮 C とも洪水の対象にな

っているところはなし。 

  高萩スクーリング会場は指定緊急避難場所になっているがその周辺に土砂災害警戒区域あ

り。同様に水戸キャンパス周辺に土砂災害警戒区域あり。 

 

２ 緊急事態発生時の対応 

①  大雨、大雪、ゲリラ豪雨等。          〈教務主任、キャンパス長〉⇔教頭 

  ・大雨（大雪）注意報…臨時休業や始業時間を遅らせるなどの判断をする。 

             終業時間変更の判断、保護者への引き渡し、学校待機の判断。            

  ・大雨（大雪）警報…待機、必要に応じて避難。 

  高萩キャンパスおよび水戸キャンパスは周辺に土砂災害警戒区域があることから避難が必要

になる。 

  高萩：原則校舎内待機。警報等により避難が必要な場合はバスによる避難⇒さくら宇宙公園 

  水戸：原則キャンパス内待機。警報等により避難が必要な場合は水戸市立三の丸小学校へ避 

     難。その他はキャンパス内待機。保健安全部と連絡。 

  ※この段階に至る前に適切な判断をする。 

 

②  気象災害での留意点 

  ・生徒登校前            〈教務主任、生徒指導部長、キャンパス長〉⇔教頭 

   気象庁発表の気象警報・注意報等、公共交通機関の運行状況等の情報を収集し、大雨や暴

風、波浪、高潮、大雪によって登校時の危険が予想される場合は、「臨時休業」や「始業

時間を遅らせる」等の措置を検討、指示する（学校 HP および電話連絡）。特に、雨や雪

の降り始めのピークなど最新の情報を入手する。大雪の場合は、雪崩や除雪の状況につい

ても確認する。 

  ・在校時              〈教務主任、生徒指導部長、キャンパス長〉⇔教頭 

   高萩キャンパスは周辺が土砂災害地域になっており、雨が続く、地震が続くなど地盤が弱

くなっている時には警戒が必要である。早めの避難も検討しなければならない。大雪の場

合は、雪崩や除雪状況等についても確認。各種情報や警報、状況に基づいて、「授業の打



ち切り」「保護者への引き渡し」「学校待機」等の判断をする。       〈管理職〉 

   

〈参考〉水害・土砂災害について 

警戒レベル 避難行動等 避難情報等 警戒レベル相当情報 

警戒レベル５ 災害が発生 

命を守るための最善の

行動 

災害発生情報 

（市町村発令） 

氾濫発生情報 

大雨特別警報等 

警戒レベル４ 

全員避難 

速やかに避難先へ移動。 

公的な避難場所までの

移動が危険と思われる

場合は、近くの安全な

場所や、自宅内のより

安全な場所に避難。 

避難勧告 

避難指示（緊急） 

（市町村発令） 

氾濫危険情報 

土砂災害警戒情報等 

 

警戒レベル３ 

高齢者等は避難 

避難に時間を要する人

は避難。 

避難準備・高齢者等

避難指示 

（市町村発令） 

氾濫警戒情報 

洪水警報等 

警戒レベル２ 避難行動を確認 洪水注意報 

大雨注意報等 

（気象庁が発表） 

 

警戒レベル１ 災害への心構え。 早期注意情報 

（気象庁が発表） 

 

 



 



 



 



 

 



③  その他の留意点         〈教務主任、キャンパス長(キャンパス時)〉⇔管理職 

  ・臨時休業や授業打ち切りに際しては、必ず管理職（校長、教頭）の指示を仰ぐ。 

  ・保護者への連絡は、メールや電話など、停電等に備えた複数の連絡方法を用意しておく。 

  ・現地集合生徒の登校前や下校後の安否確認も必ず行うこと。 

  ・緊急連絡は HP で対応する。                     〈HP 担当〉 

  

④  雷への対応における留意点 

  ・避難 

   屋外に生徒がいる場合には速やかにキャンパス内へ誘導すること     〈各教職員〉 

   下校前の場合は学校待機とし、情報収集をする。 

〈教務主任、キャンパス長(キャンパス時〉 

   学校待機の判断後、速やかに保護者へ連絡をすること。           〈担任〉 

  ・雷発生時                                 

   登下校時に発生した場合、近くの安全な場所に避難し、無理に屋外に移動しないよう事前

にホームルーム等で指導を徹底する。また、鉄筋コンクリート建築物、自動車、バス、電

車内部は比較的安全であることと、もし避難場所が見当たらない場合は、なるべく姿勢を

低くし、地面との接地面を少なくすることを理解させておく。 

    

 ⑤ 竜巻への対応における留意点 

  茨城県西地域が比較的発生率が高い地域である。 

  ・避難 

   教室にいる場合…飛来物の影響を考え、窓を閉めるよう指示。窓ガラスからできるだけ離

れるよう指示。机の下に入るなど頭を守る避難姿勢をとるよう指示。 

〈授業担当〉 

   屋外にいる場合…丈夫な建物に避難するよう指示。物置やプレハブには避難しないように

指示。飛来物に注意し、横風を受けないよう指示。 

〈各教職員〉 

 

３－6 地震への対応 

1） 初動の対応 

〇生徒および教職員の安全を最優先 

 ※授業中に発生した場合 

⇒パニックにならないよう生徒を落ち着かせ、すぐに机の下にもぐるよう指示、教職員も

教卓の下に隠れる。揺れが収まったら生徒を着席させる。状況によっては避難場所に避

難させる。 

※休み時間中に発生した場合 

⇒パニックにならないよう生徒を落ち着かせ、安全を確保する。階段での将棋倒し、窓ガ

ラスの破損、落下物等に注意。 



※登下校時に発生した場合 

⇒ガラスの破損、ブロック塀の倒壊、落下物等に注意。周りの状況を確認し、安全が確認

できてから行動を再開することを、ホームルーム等で指導を徹底する。 

 

２）大規模地震発生時 

 ① 地震発生 

・教室担当（授業担当）は生徒に対し、机の下に入るよう指示。 

・体育館では、フロア中央（落下物がないところ）に低い姿勢で頭部を抱え待機するよう指

示。 

・廊下階段にいる生徒は、通路中央（窓ガラスや外壁等の落下の危険がない場所）に低い姿

勢で頭部を抱え待機するよう指示。 

・出入口付近の教職員は扉を開け、避難口を確保。 

 ② 揺れの終息  

・教頭、生徒指導部長、キャンパス長（キャンパス活動時）は、インターネットなどから地

域の被害状況等を把握。 

  ・安全確認ができるまでその場を動かないよう指示。 

  ・生徒の動揺を抑え、負傷の有無、程度、避難時の安全を確認。 

  ・生徒の不安を増大させぬよう生徒のそばを離れない。 

  ・揺れがおさまり次第、出入り口に近い教職員は避難経路の安全性を確認する。高萩キャン

パスでは避難の放送を流す。                  〈職員室担当職員〉 

 

③ 避難 

  ・生徒の避難を開始する（避難場所）。        〈授業担当教職員、キャンパス長〉 

  ・話をしない、走らない、押し合わないで落ち着いて行動するよう指示。 

  ・各担任は点呼を取る（朝確認した出席簿または登校簿を使用する）。 

  ・生徒の中に負傷者はいないか、気分が悪くなったりした生徒はいないか確認。 〈担任〉 

   いた場合には応急処置を行う。     〈保健安全部、生徒指導部、事務担当教職員〉 

  ・重傷の際は救急車を要請する。     〈保健安全部、生徒指導部、事務担当教職員〉 

  ・保護者に対し連絡を入れるよう指示（生徒）。保護者と連絡が取れるまで学校に待機し、

場合によっては校内に宿泊させる。 

  ※各キャンパスの場合校内放送はないが、各教室担当が教室内生徒に同様の指示を出す。 

〈キャンパス長〉 

  ・逃げ遅れの生徒がいないか確認する。             〈担任、応援教職員〉 

   

・キャンパス長中心に施設設備の点検を行い、安全を確保し、必要に応じて立ち入り禁止措置と

事後の対応を行う。 

 

 



〈参考〉地震について 

震度 1～３程度：揺れは感じるが、物が落ちたりはしない程度まで 

⇒生徒を落ち着かせる。基本的に揺れが収まるまで待つ。 

震度４～５程度：固定されてない物が落下、物につかまらないと歩行不可能 

⇒生徒全員を机の下にもぐらせ、机の足を両手でつかませて、揺れが収まるまで待つ。

出入り口の扉は全開にする。教職員も机の下に隠れる。パニックにならないよう生徒

を落ち着かせる。 

震度６～７程度：窓ガラスが割れ、立っていることが困難。倒れる建物が出る程度 

⇒生徒全員を机の下にもぐらせ、机の足を両手でつかませて、揺れが収まるまで待つ。

その姿勢を保持させ、出入り口の扉は全開にする。  

≪生徒の安全を確認後、状況を本部へ報告の上、指示を仰ぐ≫ 

 

〇 避難場所 

  ・高萩キャンパス：（高萩市指定緊急避難場所、高萩市指定避難所）グランド 

  ・宇都宮大学峰キャンパス：（避難場所）グランド 

  ・日立キャンパス：（避難所）まえのうち公園 

中小路交流センター 

           （避難場所）日立市立中小路小学校 

  ・水戸キャンパス：（指定避難所）水戸市立三の丸小学校 

  ・下館キャンパス：（指定緊急避難場所）筑西市地域交流センター 

           （指定避難所）筑西市立下館小学校 

  ・宇都宮キャンパス：(避難場所) 宇都宮駅東公園 

            （避難所）宇都宮市立今泉小学校 

  

〇関係機関・連携機関について 

  ・明秀学園日立高等学校通信制課程 0294-25-1556 

  ・茨城県教育庁総務企画部総務課 029-301-5148 

  ・茨城県私学協会 029-226-1224 

 （高萩市） 

  ・茨城県警察高萩警察署 0293-24-0110 

  ・高萩市消防本部・高萩消防署 0293-22-2918 

  ・県北医療センター高萩協同病院 0293-23-1122 

  ・高萩市役所総務部危機生活課 0293-23-2119 

（日立市） 

  ・茨城県警察日立警察署 0294-22-0110 

  ・日立市消防本部・日立消防署 0294-24-0119 

  ・日立総合病院 0294-23-1111 

  ・日立市役所総務部総務課 0294-22-3111 



  ・日立保健所 0294-22-4188 

 （水戸市） 

  ・茨城県警察水戸警察署 029-233-0110 

  ・水戸市消防本部・水戸消防署 029-221-0117 

  ・水戸協同病院 029-231-2371 

  ・水戸市役所総務部 029-224-1111 

  ・水戸保健所 029-241-0100 

  ・精神保健福祉センター 029-243-2870 

  ・ＪR 東日本水戸支社 050-2016-1600 

  ・茨城交通株式会社 029-251-2335 

 （筑西市） 

    ・茨城県警察筑西警察署 0296-24-0110 

  ・筑西市消防本部・筑西消防署 0296-24-4504 

  ・茨城県西部メディカルセンター 0296-24-9111 

  ・筑西市役所総務課 0296-24-2178 

  ・筑西保健所 0296-24-3965 

  （宇都宮市） 

    ・栃木県警宇都宮警察署 028-621-0110 

  ・宇都宮市消防本部  028-625-5500 

  ・宇都宮記念病院 028-622-1991 

  ・宇都宮市役所総務課 028-625-5501 

  ・宇都宮市保健所 028-626-1102 

 

３－7 新たな危機事象への対応 

１）学校感染症に罹病したときの対応〈指導〉 

 （１）判明した時点で管理職またはキャンパス長に報告し、第 1 種から第 3 種に該当される感

染症に応じ出席停止の手続きを取る。 

 （２）関係機関に連絡し、指示を受ける。 

    ⇒私学振興室、精神保健センター、保健所等 

 （３）うがい、手洗い、消毒をこまめに行う。 

 （４）濃厚接触や外出をしないように指示。 

 

 

 

 

 

 

 



２）弾道ミサイル発射に係る対応 

  Ｊアラートを通じて緊急情報が発信された場合、次のように対応するよう生徒へ指導 

する。 

生徒 緊急情報発信時 発令後の対応 安全確認方法 

 

在宅中 

 

①自宅待機 

①安全確保が確認で

きるまで自宅待機 

②安全確保確認後は

日常の生活へ 

 

 

 

テレビ・ラジオ・インタ

ーネット等を通して、情

報収集に努め、安全確保

等について確認 

（確認事項の例） 

①ミサイルの飛翔方向、

着弾場所 

②ミサイルの着弾や落下

物の有無 

③学校、通学路等の被害

の有無等 

 

 

 

登下校中 

 

 

②公共交通機関乗車

中等については当該

機関の指示による 

①安全確保が確認で

きるまで安全な場所

で待機、自転車乗車

中については周囲の

交通事情に注意する 

②安全確保が確認で

きれば登下校 

 

 

在校中 

 

①右記の例を参考し

行動する 

①安全確保が確認で

きるまで安全な場所

で待機 

②安全確保が確認で

きれば授業を再開、

場合によっては下校 

 

【弾道ミサイルが落下する可能性がある場合にとるべき行動例】 

 

 

屋外の場合 

・近くのできるだけ建物の中、又は地下などに避難する。 

・近くに適当な建物がない場合、物陰に身を隠すか地面に伏せ、頭部を守

る。 

屋内の場合 ・できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動する。 

 

３－8 原子力事故への対策  

【高萩、日立、水戸地域は東海原発から 30 ㎞圏内にあり有事の時には対応が必要】 

 

≪実際に発生したときの行動（スクーリング会場・キャンパス共通）≫ 

【避難の場合】 

・登校時 

○ 登校してきた生徒を速やかに屋内に退避させ、避難の準備をさせる。 

○ 生徒の出欠を確認し、教頭（またはキャンパス長）へ報告する｡ 

○ 教室等の全ての窓やカーテンを閉め、換気扇等を止める。 



○ 市町村が手配する車両で指定された避難所へ移動させる。 

○ 避難所に着いたら生徒の健康観察を行い、その結果を教頭へ報告する｡ 

○ 保護者（家庭）へは、学校から状況等の報告をする｡（保護者からの電話は控えてもらう。） 

・授業中等 

○ 屋外にいる生徒を速やかに屋内に退避させ、避難の準備をさせる。 

○ 生徒の把握に努め教頭（またはキャンパス長）へ報告する。 

○ 教室等の全ての窓やカーテンを閉め、換気扇等を止める。 

○ 市町村が手配する車両で指定された避難所へ移動させる。 

○ 避難所に着いたら生徒の健康観察を行い、その結果を教頭へ報告する｡ 

○ 保護者（家庭）へは、市町村災害対策本部から生徒の避難場所を防災無線等により広報する。 

・下校時 

○ 学校に残っていたり戻ってきた生徒を速やかに屋内に退避させ、状況を確認し教頭（または

キャンパス長）へ報告するとともに、避難の準備をさせる。 

○ 市町村が手配する車両で指定された避難所へ移動させる。 

○ 避難所に着いたら生徒の健康観察を行い、その結果を教頭へ報告する｡ 

○ 保護者（家庭）へは、学校から状況等の報告をする｡（保護者からの電話は控えてもらう。） 

【屋内退避の場合】 

・登校時 

○ 登校してきた生徒を速やかに教室に退避させる。 

○ 生徒の出欠を確認し、教頭（またはキャンパス長）へ報告する｡ 

○ 教室等の全ての窓やカーテンを閉め、換気扇等を止める。 

○ 生徒の健康観察を行い、その結果を教頭へ報告する｡ 

○ 保護者（家庭）へは、学校から状況等の報告をする｡（保護者からの電話は控えてもらう。） 

・授業中等 

○ 校内放送（または大きな声）により、教室以外にいる生徒を、速やかに教室に退避させる。 

○ 生徒の把握に努め、教頭へ報告する。 

○ 教室等の全ての窓やカーテンを閉め、換気扇等を止める。 

○ 生徒の健康観察を行い、その結果を教頭へ報告する｡ 

○ 保護者（家庭）へは、学校から状況等の報告をする｡（保護者からの電話は控えてもらう。） 

・下校時 

○ 学校に残っていたり、戻ってきた生徒を速やかに屋内に退避させ、状況を確認し教頭（また

はキャンパス長）へ報告する。 

○ 教室等の全ての窓やカーテンを閉め、換気扇等を止める。 

○ 生徒の健康観察を行い、その結果を教頭へ報告する｡ 

○ 保護者（家庭）へは、学校から状況等の報告をする｡（保護者からの電話は控えてもらう。） 

 

 

 



４章 事後の危機管理（スクーリング会場・キャンパス共通） 

4－1 事後の対応 

① 安否確認：防災管理者（保健安全部長）の判断・指示により、各担任は生徒への安否確認を

行い防災管理者へ報告し、防災管理者は防災委員長（校長・教頭）へ報告する。 

  ・学校内にいる場合の安否確認 

  ・登下校中や自宅にいる場合の安否確認 

  ・安否情報の集約 

② 引渡しと待機：引き渡しの判断基準 

  ・通学路に被害が発生していないか 

  ・地域の被害が拡大するおそれがないか 

  ・下校の時間帯に危険が迫ってこないか 

  ・引渡す保護者にも危険が及ばないか 

  上記等を考慮し、引渡しまたは待機の判断をする。 

 

４－2 心のケア 

事故に遭ってから心の傷を負うケースが多く、ＰＴＳＤになる場合が多い。 

○ＰＴＳＤの予防・対応 

・普段の生活リズムを取り戻す 

・症状が和らいでいくことを伝え、安心感を与える 

・生徒が嫌がることをしない 

○事件・事故災害時におけるストレス症状 

・身体症状とともに、うつ状態、ささいなことでも驚く、夜間に何度も目覚めるなどの症状が

目立つ。 

 なお、生徒の心のケアについては全教職員が個々のケースに対応する。 

・恐怖心・不安感除去への語りかけ、呼びかけ、相談活動の実施       〈担任中心〉 

・心の健康問題発現の発見  → 早期治療（外部医療機関） 

・本校養護教諭やスクールカウンセラーからの助言・アドバイスの活用 

 

 

 

 

 


